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コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

監査やチェックの現状

  ある程度の規模の会社になると、日本の本社メンバーが子会

社を監査やチェックをしにくることがある。内容的には、経営

実態や品質、製造など内容は色々だ。監査を受ける側としては、

少しでも問題指摘をされないようにと事前に形を作って対応し

ているところもある。

  ところで、監査の目的としては、子会社が適切な経営推進を

図れているかを確認するということになるが、監査という性格

上、監査をする立場の人間からすれば、どれだけ問題点を見つ

け出せるか、どれだけ厳しく指摘できるかに重点が行きがちだ。

それは、監査でこれだけ指摘ができたということが一つの評価

軸になっているからだ。しかし、現地それぞれで事情も異なる

中で、一律にあるべき姿と比較して指摘されても対応が難しい

ということもある。監査を受けた側からすると、現地事情も知

らない者が何を言っているのだと言いたくなることもある。

負担の大きい現地会社の対応

  さらに、現地側として負担になるのは、監査で指摘されたこ

とに対して、どのように是正をするのか、対策書の提出を指示

されることもある。また是正できたか再度監査を受けることも

ある。忙しい中、お役所仕事のような指摘にうんざりという話

しを聞くこともあるが、それが本音だ。

有難い監査

  ところで、監査やチェックに対して、有難いという人もある。

それは、自分が気付いていなかったことを指摘してくれたり、

親身になって現地の事情を踏まえて、このようにしてはどうか

と具体的な提案をしてくれる場合だ。できていないという指摘

ではなく、できない背景を理解して、どうするとよいか一緒に

なって考えて提案してくれる場合だ。すなわち、監査に来ても

らってよかったと評価されるのは、親会社として指摘するとい

うスタンスではなく、子会社の経営をする上でこれだけはして

おく方がよいというように、子会社の立場を理解してアドバイ

スしてくれたり、問題点を解決するために一緒に手伝ってくれ

るという姿勢の場合だ。

出向者削減の中で

  材料費や労務費が上昇する中、コスト力強化は喫緊の課題で

あり、そのために出向者の削減に取り組んでいる企業は多い。

現地化の推進が鍵となるが、まだまだ現地人材の育成ができて

いない段階でも、コスト面から出向者を削減せざるをえないケー

スもある。そうなると、出向者への負担はさらに大きくなる。

第196回 指摘ではなく一緒に解決を

【第7 面に続く】
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そのような中で、監査の受け入れだけでも大変なのに、あれも

できていない、これもできていないと指摘ばかりされても、対

応できないというのは現実だ。できるものなら、お前がやって

みろと言いたくなるという愚痴がでるのは当然のことだ。

  今、日本は生産年齢人口の減少もあり、日本での生産拡大は

難しい環境にあり、事業の拡大に対応するには海外拠点の生産

拡大が鍵となっている。日本の本社として心すべきことは、監

査やチェックというスタンスではなく、一緒になって問題点を

解決するというスタンスで、具体的な提案とその実現に向けて

協力するという姿勢で臨むことだ。これがグローバル全体での

経営推進レベルの向上につながる。

【第6面から続く】

  米国と北朝鮮との 2 回目の首脳会談が、2 月 27、28 日に予定

されている。場所はベトナムの首都ハノイ。実現すればトラン

プ米大統領のベトナム訪問は 2017 年 11 月以来 2 回目となる。

米国は、当初、アジア太平洋経済協力会議（APEC）首脳会議開

催の実績がある中部ダナンを推していた。しかし、北朝鮮は、

自国大使館があり、ベトナム首脳との会談も可能なハノイでの

開催を求め、米国側が北朝鮮側の主張を受け入れたとみられる。

いずれにしても非核化などその動向が国際的に注目を集める北

朝鮮と米国の首脳が、両国の因縁の地であるベトナムで会談す

るのは、感慨深い。 

　ベトナムが南北の分断国家だった時、米国は、中国やソ連（当

時）が支援する北ベトナムと戦った。首脳会談の開催地の候補

地に挙げられていたダナンは、このベトナム戦争中に米軍が上

陸した場所で、北ベトナム軍や共産勢力との戦闘が本格化する

契機となった。ベトナムで最大の米軍基地も置かれた。この戦

争には、北朝鮮も加わり、空軍パイロットを派兵した。それは

秘密にされていたが、国営朝鮮中央放送が 2001 年 7 月、空軍

パイロット派兵を初めて報じた経緯がある。そのベトナム戦争

は 1975 年、北ベトナムの勝利に終わり、南北ベトナムが統一

されたわけだ。

  いま、周辺情勢は大きく変わった。ベトナムと米国は融和の

道を探り、ベトナム戦争終結から 20 年後の 95 年に国交が正常

化された。米国と中国の正式な国交正常化は、もっと早く、79年。

一方でかつての支援国の中国とベトナムは戦火（中越紛争）を

交えたこともあり、南シナ海の島しょ部を巡る領有権などで対

立しているのが現状だ。

  この間、「米越新時代」を実際に目撃したことがある。新聞

社の特派員として東南アジアをカバーしていた 2000 年、米国

のクリントン大統領（当時）が、ベトナム戦争後、米大統領と

して初めてベトナムを訪問した。ハノイ市内を走る大統領の車

列を歓迎しようという市民が沿道を埋め尽くした場面を見た。

クリントン氏は米越関係の修復に努力し、1994 年の通商関係樹

立、翌年の国交正常化など、両国間が協力関係を築いていく上

で重要な役割を果たしてきたことを市民は知っていたのだろう。

　その米国との関係がベトナム戦争時と変わらない国がある。

米国と対立が続く北朝鮮だ。その対立関係がベトナムでの首脳

会談で解消する方向に向かうのか。トランプ大統領は、かつて

敵対していたベトナムが米国との和解を進め、経済発展した姿

を北朝鮮首脳に見せつけ「金正恩氏（朝鮮労働党委員長）のリー

ダーシップのもと、素晴らしい経済大国となるだろう」と期待

しているという。
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